
キエ－ティ市（イタリア）訪問団との交流 

 ９月１９日（水）グローカルコース１年生が、イタリア・キエ－ティ市からの訪問団（５名）と交流をしました。

交流会では、日本文化を体感してもらおうと、茶道と書道についてのプレゼンテーションの後、実際に体験をして

いただきました。グローカル生は、「わびさび」の心や茶道・書道の手順を英語で説明しながら仲を深めました。

最後にはフリー交流の時間を設け、お互いの趣味や文化について幅広く話をしました。 
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茶道体験↓                                      書道体験↓ 
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生徒の感想 

●今回のキエ－ティ市訪問団との交流で、改めて積極的に会話をすることの大切さ、相手にとにかく伝わるよ

うに努力することの大切さを知ることができました。交流会前は、茶道や書道を楽しんでもらえるのかなと

いう心配がありましたし、実際にお茶をたててもらうので、英語での説明がうまくいくか不安でした。交流

会がはじまり、イタリアの人たちも真剣に発表を聴いてくださり、しっかり理解しようとされていて、とて

も嬉しかったです。英語をどう言えばいいかわからなくても、ジェスチャーなどを使って伝えようとする努

力が必要だと感じました。交流の最後にはハグをして、とても嬉しかったです。 

●私は書道を担当していましたが、イタリアの皆さんの反応には驚きました。一画一画書く度に「ワーオ」と

感動され、それぞれもつ文化が違えばこんなに視点や感動するポイントが違うと気づきました。 

●交流の中で、「ジャスティンビーバーやアリアナ・グランデ知ってる？」などと聞かれたときに、場所はす

ごく遠く離れて生きているけれど、今、同じ世界、地球に住む仲間どおしであると確認できたような気がし

ました。 


